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講演要旨 
抑制性T細胞（Treg）は免疫応答を制御する
重要な細胞である。Tregは末梢や試験管内で
TGF-βによって誘導されるiTregと胸腺で発生
するnTregの２種類が知られており、ともに
Foxp3をマスター転写因子とする。TGF-βは
Smad2/3転写因子を介してFoxp3を誘導す
る。一方、nTregの発生のメカニズムは十分
理解されていない。我々は核内受容体NR4a
ファミリーがFoxp3の転写を直接活性化し
nTregの誘導に必須の役割を果たすことを見
いだした。Tregを創生することで免疫疾患治
療や移植寛容の誘導をめざした我々の試みを
紹介したい。 
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